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研究分野：発達心理学 
科研費の分科・細目：心理学・教育心理学 
キーワード：教育系心理学、生涯発達、アイデンティティ 
 
１．研究計画の概要 
 
 本研究では、①長期縦断研究により関係性
のレベルから見たアイデンティティの発達
的な方向性を検討するとともに、②短期縦断
研究により関係性のレベル変化のメカニズ
ムを明らかにすることを目的とする。 
 具体的には、第１に、研究代表者がこれま
で大学３年生から卒業までの３時点および
卒業後５年目に追跡調査を行った約 30 名の
対象者について、卒業後 10 年目の追跡調査
を実施し、11 年間（計５時点）にわたる関係
性のレベル変化とその要因を明らかにする
（研究１）。第２に、大学生を対象とする約
６ヶ月間の短期縦断研究を実施し、レベル移
行のプロセスをリアルタイムで記述する（研
究２）。 
 
２．研究の進捗状況 
 
研究１： 
 （１）25 名の成人期女性を対象に大学卒業
後 12または 13年目時点での面接調査を行い、
関係性のレベル、前回（卒業後５年目）の調
査時点からの関係性のレベル変化に関わる
要因、レベル変化の途上の状態についての主
観的認識に関する語りデータを収集した。 
 
研究２： 
 （１）大学生１年生 170 名を対象にした５
週間の短期縦断研究の結果をもとに、アイデ
ンティティ発達をリアルタイムで捉える方
法論を検討した。その結果、①他者との対話
パターンの変化を通してアイデンティティ
発達をリアルタイムで捉えることが可能で
あること、②今後のリアルタイム分析に利用

できる５種類の対話パターン（自己と他者の
視点の協応の仕方）が見いだされた。 
 
 （２）上記（１）の成果をもとに、大学新
入生を対象にした 15 週間の短期縦断研究を
実施した。具体的には、大学１年生 12 名が
参加する全学教養科目をフィールドとして、
学生同士のグループ討論を通した関係性の
レベル変化を捉えるデータを収集した。現在
のところ、自己と他者（学生と仲間）のグル
ープ討論での会話からいくつかの対話パタ
ーンを抽出しつつある。 
 
 （３）他者との対話（グループ討論）の長
期的なアイデンティティ発達への影響を検
討するために、（２）の対象者について、調
査終了１年後のフォローアップ調査を行っ
た。 
 
３．現在までの達成度 
 
③やや遅れている 
 （１）研究１、２ともにデータの量が膨大
であると同時に、緻密な質的分析の能力を要
求する。そのため、研究内容を十分に理解し
た研究補助者を必要とするが、本研究におけ
る関係性の概念の複雑さのために、トレーニ
ングに予想以上の時間が必要であったこと
による。 
 
 （２）研究２がアイデンティティ研究にお
ける全く新しいアプローチであるため、参考
になる先行研究は少なく、方法論の検討およ
びデータからの対話パターンの抽出に非常
に多くの時間が必要であったことによる。 
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４．今後の研究の推進方策 
 研究２の分析を終了させることを最優先
とする。そのため研究１の分析は見合わせる。
具体的には、研究２について７月までに学生
同士のグループ討論での対話パターンを抽
出することを集中的に進め、その後、それぞ
れのパターンがどのような推移をたどるの
か、および、その推移のあり方と１年後のア
イデンティティ発達との関連を検討する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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